
英語科 ６年

単元 ．                                                                   ４・５月（８時間）

目標
お互いのことをよく知るために，好きなものや宝物などについて，聞き取ったり紹介したりすることができる。また，好きなものや宝物などについて，例文を読んだり，それを参考に
書いたりすることができる。

評価
規準

①知 ・ 技 ＜知＞ や およびその関連語句について理解している。
       ＜技＞好きなものや宝物とその理由などについて， や およびその関連語句を用いて，情報や考え，気持ちなどを話す技能を身につけてい

る。
②思・判・表 自分のことを伝えるために，好きなものや宝物とその理由などについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを話している。
③主体的態度 自分のことを伝えるために，好きなものや宝物とその理由などについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを話そうとしている。

言語
事項

【好きなもの】
【宝物】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○ＪＴＥやＡＬＴの好きなものや宝物を伝え合うやり取り
を聞いて，その概要を捉え，単元の課題「お互いのこと
をよく知ることができるように，好きなものや宝物など
を伝えたり聞いたりできるようになろう」をつかむ。 

○ＪＴＥやＡＬＴの好きなものや宝物を聞いて理解できるよ
うに，ジェスチャーや写真を用いながらモデルを提示す
る。 

 

◇ＪＴＥやＡＬＴの好きなものや宝物について発言し
たり記述したりしている。 ＜発言・Tryシート①＞ 

 
 

追
究
す
る

１

１

１

１

１

○好きなものや宝物などについてのやり取りの表現に慣れ
親しみ，友達と紹介し合ったり書いたりする。 

 
 
 
○好きなものや宝物の理由を伝える英語表現について知り

，好きなものや宝物とその理由について，友達と紹介し
合ったり書いたりする。 

 
 
○好きなものや宝物などについて伝える際に用いる英語表

現を振り返ったり情報を整理したりして，発表の内容を
考える。 

 
 
○自分の好きなものや宝物，その理由について紹介する英

語表現を書き写し，紹介する際に提示するポスターを作
成する。 

 
○自分の好きなものや宝物，その理由についてグループで

紹介し合い，発表の仕方や英語表現を改善する。 

○自分の好きなものや宝物の英語表現を繰り返し聞いたり発
音したりできるように，事前にアンケートで調査した好き
なものや宝物の英語表現集を学習支援アプリ内に用意す
る。 

 
○好きなものや宝物の理由を伝える英語表現を見付け，慣れ

親しむことできるように，英語表現が分からない内容や発
音しにくい英語表現など，困り感を共有し，解決する時間
を設定する。 

 
○自分の伝えたい好きなものや宝物，その理由を整理できる

ように，好きなものや宝物とその理由，伝える順番を記入
し，並び替えたり，線で繋げたりできる発表構想シートを
学習支援アプリ内に用意する。 

 
○自分の好きなものや宝物，その理由を書き写せるように，

四線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意する。 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコミ

ュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う機会
を設定する。 

◇好きなものや宝物を英語表現を用いて紹介してい
る。                                                    ＜行動①＞ 

 
 
 
◇好きなものや宝物の理由を英語表現を用いて伝えて

いる。                  ＜行動①＞ 
 
 
 
◇自分のことを相手に伝えるために，好きなものや宝

物とその理由について，英語表現を用いながら構想
している。                          ＜行動②＞ 

 
 
◇好きなものや宝物，その理由を書き写している。 

＜行動・ワークシート①＞ 
 

 
◇相手に伝わるように，自分の好きなものや宝物につ

いて伝えている。                               ＜行動②＞ 

ま
と
め
る

１

１

○お互いのことをよく知るために，好きなものや宝物など
を紹介し合う。 

 
 
○映像や音声を見聞きし，世界の子供たちの大切なものなど

について考え，世界の文化について知る。 
 

○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができるよ
うに，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中で見
付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことな

ど，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイント
示したワークシートを用意する。 

 
 

◇相手に自分のことを知ってもらうために，自分の好
きなものや宝物，その理由を伝えようとしている。                             

＜行動③＞ 
 
◇世界の子どもたちの大切なものについて知り，自分

と世界の子どもたちの文化的な違いについて記述し
たり，話したりしている。 

＜発表・ワークシート③＞



英語科 ６年

単元 ２                                                ５・６月（８時間）

目標 お互いの生活をよく知るために，日常生活について，聞き取ったり紹介したりすることができる。また，週末の過ごし方について，例文を読んだり，それを参考に書いたりすることが
できる。

評価
規準

①知 ・ 技 ＜知＞【 や ， およびその関連語句】について理解している。
       ＜技＞ や ， およびその関連語句を用いて，日常生活や週末の過ごし方について話す技能を身に付けている。
②思・判・表 自分のことを伝えるために，日常生活や週末の過ごし方について，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報を話している。
③主体的態度 自分のことを伝えるために，日常生活や週末の過ごし方について，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報を話そうとしている。

言語
事項

【日常生活（過ごし方）】 動作 時刻
【日常生活（頻度）】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○ＡＬＴとＪＴＥによる日常生活や週末の過ごし方ついて
のやり取りを見聞きし，その概要を捉え，単元の課題「
お互いの生活をよく知るために，お互いの日常生活につ
いて，聞いたり紹介したりできるようになろう」をつか
む。 

○ＪＴＥやＡＬＴの日常生活や週末の過ごし方を聞いて理
解できるように，ジェスチャーや写真を用いながらモデ
ルを提示する。 

 

◇ＪＴＥやＡＬＴの日常生活や週末の過ごし方について
に発言したり記述したりしている。  

＜発言・Tryシート①＞ 

追
究
す
る

１

１

１

１

１

○日常生活についてやり取りする際に用いる英語表現に慣
れ親しみ，自分が日常生活でやることや楽しむことにつ
いて紹介したり，書いたりする。 

 
 
○週末の過ごし方についてやり取りする際に用いる英語表

現に慣れ親しみ，週末の過ごし方について紹介したり，
書いたりする。 

 
 
○日常生活や週末の過ごし方を伝える英語表現を振り返っ

たり，友達に伝えたい情報を整理したりして，発表の内
容を考える。 

 
 
○日常生活や週末の過ごし方を紹介する英語表現を書き写

したり，画像や絵を作成したりして，
帳を作成する。 

 
○日常生活や週末の過ごし方についてグループで紹介し合

い，発表の仕方や英語表現を改善する。 
 
 
 

○日常生活や週末に過ごし方に関連する英語表現を繰り返
し聞いたり発音したりできるように，事前のアンケート
で挙げられた英語表現を英語表現集としてまとめ，学習
支援アプリ内に用意する。 

 
○日常生活や週末に過ごし方を伝える英語表現を見付け，

慣れ親しむことできるように，英語表現が分からない内
容や発音しにくい英語表現など，学級全体で困り感を共
有し，解決する時間を設定する。 

 
○自分の伝えたい日常生活や週末に過ごし方を整理できる

ように，日常生活や週末に過ごし方，伝える順番を記入
し，並び替えたり，線で繋げたりできる発表構想シート
を学習支援アプリ内に用意する。 

 
○自分の日常生活や週末の過ごし方を書き写せるように，

四線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意する。 
 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコ

ミュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う
機会を設定する。 

◇自分の日常生活について英語表現を用いて紹介してい
る。                                                        ＜行動①＞ 

 
 
 
◇週末の過ごし方について英語表現を用いて伝えてい

る。                          ＜行動①＞ 
 
 
 
◇自分のこと相手に伝えるために，日常生活や週末の過

ごし方について，英語表現を用いながら伝える内容を
構想している。                       ＜行動②＞ 

 
 
◇自分の日常生活や週末の過ごし方を書き写している。 

＜行動・ワークシート①＞ 
 

 
◇相手に伝わるように，自分の日常生活や週末の過ごし

方について伝えている。                  ＜行動②＞ 

ま
と
め
る

１

１

○お互いのことをよく知るために，日常生活や週末の過ごし
方を紹介し合う。 

 
 
 
○映像や音声を見聞きし，世界の学校や子供たちの生活な

どについて考え，世界の文化について知る。 
 

○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができる
ように，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中
で見付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定
する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことな

ど，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイン
ト示したワークシートを用意する 

◇相手に自分のことを知ってもらうために，自分の好き
なものや宝物，その理由を伝えようとしている。                             

＜行動③＞ 
 
◇世界の子どもたちの生活について知り，自分と世界の

子どもたちの文化的な違いについて記述したり，話し
たりしている。     ＜発表・ワークシート③＞ 



英語科６年

単元 ３．                                                     ６・７月（８時間）

目標 お互いの生活をよく知るために，週末にしたことについて，聞き取ったり伝えたりすることができる。また，週末にしたことについて，例文を読んだり，それを参考に書いたりするこ
とができる。

評価
規準

(①知 ・ 技)＜知＞ や ， ， およびその関連語句について理解している。
     ＜技＞週末にしたことについて， や ， ， およびその関連語句を用いて，情報や気持ちなどを伝え合う技能を身に付け

ている。 
(②思・判・表)自分のことを伝え，相手のことをよく知るために，週末にしたことについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や気持ちなどを伝え合っている。 
(③主体的態度)自分のことを伝え，相手のことをよく知るために，週末にしたことについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や気持ちなどを伝え合おうとしている。 

言語
事項

【週末の感想】 感想
【したこと】
【その他】 天気

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○ＡＬＴによる「週末にしたこと」の発表を見聞きし，そ
の概要を捉え，単元の課題「お互いの生活をよく知るた
めに，週末にしたことについて，聞いたり伝えたりでき
るようになろう」をつかむ。 

○ＪＴＥやＡＬＴの「週末にしたこと」を聞いて理解でき
るように，ジェスチャーや写真を用いながらモデルを提
示する。 
 

◇ＪＴＥやＡＬＴの「週末にしたこと」について発言し
たり記述したりしている。  ＜発言・Tryシート①＞ 

追
究
す
る

１

１

１

１

１

○週末にしたことについて伝える際に用いる英語表現に慣
れ親しみ，週末にしたことを友達と伝え合ったり，書い
たりする。 

 
 
○週末にしたこととその感想を伝える際に用いる英語表現

に慣れ親しみ，週末にしたこととその感想を友達と伝え
合ったり，書いたりする。 

 
 
○週末にしたことやその感想について，英語表現を振り返っ

たり，伝えたい情報を整理したりして，やり取りで伝える
内容を考える。 

 
 
○週末にしたことやその感想を紹介する英語表現を書き写

したり，画像や絵を用いたりして，
を作成する。 

 
○週末にしたことやその感想をグループで紹介し合い，発

表の仕方や英語表現を改善する。 
 

○週末にしたことに関連する英語表現を繰り返し聞いたり
発音したりできるように，事前のアンケートで挙げられ
た英語表現を英語表現集としてまとめ，学習支援アプリ
内に用意する。 

 
○週末にしたこととその感想を伝える英語表現を見付け，

慣れ親しむことできるように，英語表現が分からない内
容や発音しにくい英語表現など，学級全体で困り感を共
有し，解決する時間を設定する。 

 
○伝えたい週末にしたこととその感想を整理できるよう

に，日常生活や週末に過ごし方，伝える順番を記入し，
並び替えたり，線で繋げたりできる発表構想シートを学
習支援アプリ内に用意する。 

 
○週末にしたこととその感想を書き写せるように，四線入

りの学習プリントと英語表現の見本を用意する。 
 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコ

ミュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う
機会を設定する。 

◇自分の週末にしたことについて英語表現を用いて紹介
している。                                              ＜行動①＞ 

 
 
 
◇週末にしたこととその感想について英語表現を用いて

伝えている。              ＜行動①＞ 
 
 
 
◇週末にしたこととその感想について，英語表現を用い

ながら伝える内容を構想している。           ＜行動②＞ 
 
 
 
◇週末にしたこととその感想を書き写している。  

＜行動・ワークシート①＞ 
 

 
◇相手に伝わるように，週末にしたこととその感想につ

いて伝えている。                            ＜行動②＞ 

ま
と
め
る

 １ 
 
 

 
 

１ 
 
 
 

○お互いの生活をよく知るために，週末にしたことを伝え
合う。 

 
 
 
○映像や音声を見聞きして，世界の人が休みの日にしている

ことなどについて考え，世界の文化について知ったり，物
語を読んだりする。 

 

○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができる
ように，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中
で見付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定
する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことな

ど，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイン
ト示したワークシートを用意する 

◇相手に自分のことを知ってもらうために，週末にした
こととその感想を伝えようとしている。 ＜行動③＞ 

 
 
 
◇世界の子どもたちの休日の過ごし方について知り，自

分と世界の子どもたちの文化的な違いについて記述し
たり，話したりしている。＜発表・ワークシート③＞ 



英語科 ６年

単元 ４．                                                          ７月（１０時間）

目標 行きたい国の魅力を伝えるために，行きたい国とそこでできることについて，聞き取ったり伝えたりすることができる。また，行きたい国とそこでできることについて，例文を読んだ
り，それを参考に書いたりすることができる。

評価
規準

(①知 ・ 技)＜知＞ や ， ，  とその答え方，およびその関連語句について理解している。 
       ＜技＞行きたい国とそこでできることについて， や ， ， とその答え方，および

その関連語句を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え合う技能を身に付けている。 
(②思・判・表) 世界の国の魅力を伝えるために，行きたい国とそこでできることについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え合っている。 
(③主体的態度) 世界の国の魅力を伝えるために，行きたい国とそこでできることについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え合おうとしている。 

言語
事項

【行きたい国】  【できること】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○ＡＬＴとＪＴＥによる行きたい国とそこでできることに
ついてのやり取りを見聞きし，その概要を捉え，単元の
課題「行きたい国の魅力を伝えるために，行きたい国と
そこでできることについて，聞いたり伝えたりできるよ
うになろう」をつかむ。 

○ＪＴＥやＡＬＴの日常生活や週末の過ごし方を聞いて理
解できるように，ジェスチャーや写真を用いながらモデ
ルを提示する。 

 

◇ＪＴＥやＡＬＴの日常生活や週末の過ごし方について
について発言したり記述したりしている。  

＜発言・Tryシート①＞

追
究
す
る

１

１

１

１

１

○行きたい国についてやり取りする際の英語表現に慣れ親
しみ，友達と行きたい国とについて紹介し合う。 

 
 
○行きたい国とそこでできることについてやり取りする際

に用いる英語表現に慣れ親しみ，友達と行きたい国とそ
こでできることについて紹介し合う。 

 
○自分の行きたい国とそこでできることについて調べて，

行きたいリストを作成する。 
 
○行きたい国とそこでできることについて伝える際に用い

る英語表現を振り返ったり，伝えたい情報を整理したり
して，やり取りで紹介する内容を考える。 

 
○自分の行きたい国とそこでできることについて紹介する

英語表現を書き写したり，画像や絵を用いたりして，
を作成する。 

 
○自分の行きたい国とそこでできることについて，グルー

プで紹介し合い，発表の仕方や英語表現を改善する。 
 

○行きたい国に関連する英語表現を繰り返し聞いたり発音
したりできるように，事前のアンケートで挙げられた英
語表現を英語表現集としてまとめ，学習支援アプリ内に
用意する。 

○行きたい国とそこでできることを伝える英語表現を見付
け，慣れ親しむことできるように，英語表現が分からな
い内容や発音しにくい英語表現など，学級全体で困り感
を共有し，解決する時間を設定する。 

○インターネットを活用して，自分が行きたい国とそこで
できることを調べる時間を設定する。 

 
○行きたい国とそこでできることを整理できるように，行

きたい国とそこでできること，伝える順番を記入し，並
び替えたり，線で繋げたりできる発表構想シートを学習
支援アプリ内に用意する。 

○自分の行きたい国とそこでできることを書き写せるよう
に，四線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意す
る。 

 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコ

ミュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う
機会を設定する。 

◇自分が行きたい国について英語表現を用いて紹介して
いる。                                                      ＜行動①＞ 

◇行きたい国とそこでできることについて英語表現を用
いて伝えている。                    ＜行動①＞ 

◇自分の行きたい国とそこでできることについて調べ
て，行きたいリストを作成している。  ＜行動③＞

◇自分のこと相手に伝えるために，自分の行きたい国と
そこでできることについて，英語表現を用いながら伝
える内容を構想している。                  ＜行動②＞

◇自分の行きたい国とそこでできることを書き写してい 
る。           ＜行動・ワークシート①＞ 

◇相手に伝わるように，自分の行きたい国とそこででき
ることについて伝えている。                ＜行動②＞ 

ま
と
め
る

１

１

１

１

○自分の行きたい国とそこでできることについて友達と紹
介し合う。

○映像や音声を見聞きし，世界遺産の魅力などについて考
え，世界の文化ついて知る。

○１学期リスニングテストを行う。

○１学期スピーキングテストを行う。

○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができる
ように，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中
で見付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定
する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことな

ど，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイン
ト示したワークシートを用意する 

 
 

◇相手に自分のことを知ってもらうために，自分の好き
なものや宝物，その理由を伝えようとしている。                             

＜行動③＞ 

◇世界にある世界遺産について知り，世界遺産の魅力や
価値について記述したり，話したりしている。  

＜発表・ワークシート③＞ 



英語科 ６年

単元 ５．                                                ８・９月（８時間）

目標 自分たちと世界とのつながりを知るために，身の回りのものの生産国について，聞き取ったり紹介したりすることができる。また，身の回りのものやその生産国について，例文を読ん
だり，それを参考に書いたりすることができる。

評価
規準

①知 ・ 技)＜知＞ ， ，国名 地域 ，  とその答え方，およびその関連語句】について理解している。 
       ＜技＞身の回りのものとその生産国について， ， ，国名 地域 ， とその答え方，およびその関連語句を用いて，情

報や考え，気持ちなどを話す技能を身に付けている。
②思・判・表 自分たちと世界とのつながりを伝えるために，身の回りのものとその生産国について，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを発表している。
③主体的態度 自分たちと世界とのつながりを伝えるために，身の回りのものとその生産国について，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気持ちなどを発表しようとし

ている。

言語
事項

【ものの紹介】
【どこから来たか】 国 国 地域
【オリジナルサンドイッチ】 アルファベット 食材
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

追
究
す
る

１ ○ＡＬＴとＪＴＥによる身の回りの物とその生産国につい
てのやり取りを見聞きし，その概要を捉え，単元の課題
「身の回りのものの生産国について伝え合い，自分たち
と世界のつながりを見付けよう」をつかむ。 

○ＪＴＥやＡＬＴによる身の回りの物とその生産国につい
てのやり取りを聞いて理解できるように，ジェスチャー
や写真を用いながらモデルを提示する。 

◇ＪＴＥやＡＬＴの日常生活や週末の過ごし方について
について発言したり記述したりしている。  

＜発言・ シート①＞

１

１

１

１

１

○身の回りのものの生産国についてのやり取りする際の英
語表現に慣れ親しみ，教室にある物や自分の持っている
物の生産国について紹介し合う。 

 
 
○オリジナルサンドイッチを考え，サンドイッチに挟む食

材と産地を伝え合ったり書いたりする。 
 
 
○身の回りのものの生産国やその地域を調べて，例文を参

考に書く。 
 
 
○身の回りのものの生産国について紹介する際に用いる英

語表現を振り返ったり，伝えたい情報を整理したりして
発表の内容を考える。 

 
 
○自分たちと世界とのつながりについて知るために，身の

回りのものの生産国などをグループで発表し，発表の仕
方や英語表現を改善する。 

○身の回りのものの生産国に関連する英語表現を繰り返し
聞いたり発音したりできるように，事前のアンケートで
挙げられた英語表現を英語表現集としてまとめ，学習支
援アプリ内に用意する。 

 
○オリジナルサンドイッチに挟む食材と産地を英語表現を

用いて伝えられるように，食材とその産地の一覧を提示
する。 

 
○身の回りのものの生産国やその地域を英語表現を用いて

書くことができるように，例文と４線が書かれたワーク
シートを用意する。 

 
○紹介したい身の回りのものの生産国をその情報を整理で

できるように，伝える情報や順番を記入し，並び替えた
り，線で繋げたりできる発表構想シートを学習支援アプ
リ内に用意する。 

 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコ

ミュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う
機会を設定する。 

◇身の回りのものの生産国について，英語表現を用いて
紹介している。                                               ＜行動①＞ 

◇オリジナルサンドイッチに挟む食材とその産地につい
て，英語表現を用いて伝えている。           ＜行動①＞ 

 
 
◇身の回りのものの生産国について英語表現を用いて書

き写している。     ＜行動・ワークシート①＞ 
 
 
◇身の回りのものの生産国ついて紹介するために，英語

表現を用いながら伝える内容を構想している。                            

＜行動②＞ 

◇相手に伝わるように，身の回りのものの生産国につい
て伝えている。                             ＜行動②＞ 

ま
と
め
る

１

１

 
○自分たちと世界とのつながりについて知るために，身の

回りのものの生産国などを発表する。 
 
 
 
○映像や音声を手がかりにして，日本と世界との交流の歴

史などについて考え，日本と世界のつながりについて知
る。 

 
○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができる

ように，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中
で見付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定
する。 

 
○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことな

ど，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイン
ト示したワークシートを用意する 

 
◇身の回りのものの生産国について伝え，世界と日本の

つながりを見付けようとしている。   ＜行動③＞ 
 
 
 
◇日本と世界との交流の歴史について知り，分かったこ

とや考えたことを記述したり，話したりしている。 
＜発表・ワークシート③＞

 



英語科 ６年 

単元 ６．                                                       １０・１１月（９時間）

目標 生き物への理解を深めるために，生き物が暮らす場所や直面する問題，生き物のためにできることについて，聞き取ったり伝えたりすることができる。また，それらについて，例文を
読んだり，例文を参考に書いたりすることができる。

評価
規準

①知 ・ 技 ＜知＞【 ， 生き物名 とその答え方， ， ，およびその関連語句】について理解している。
     ＜技＞生き物が暮らす場所と直面する問題，自分たちが身近でできることについて， ， 生き物名 とその答え方，

， ，およびその関連語句を用いて，情報や考え，気持ちなどを話す技能を身に付けている。
(②思・判・表) 生き物への理解を深めるために，生き物が暮らす場所と直面する問題，自分たちが身近でできることについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気

持ちなどを話している。
(③主体的態度) 生き物への理解を深めるために，生き物が暮らす場所と直面する問題，自分たちが身近でできることについて，簡単な語句や基本的な表現を用いて，情報や考え，気

持ちなどを話そうとしている。
言語
事項

【生き物】
【抱える問題・できること】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

追
究
す
る

１ ○ＡＬＴとＪＴＥによる世界が抱える環境問題などについ
てのやり取りを見聞きし，その概要を捉え，単元の課題
「生き物を守るためにできることを考えて伝え合おう」
をつかむ 

○ＪＴＥやＡＬＴによる世界が抱える環境問題についてのや
り取りを理解できるように，ジェスチャーや写真を用いな
がらモデルを提示する。

◇ＪＴＥやＡＬＴによる環境問題ついてのやり取り
について聞きとれたことや分かったことを発言し
たり記述したりしている。

＜発言・ シート①＞

 １ 
 
 
 
 １ 
 
 
 
 
 １ 

 
 
 

１ 
 

 
 
 

１ 
 

 
 
 

○生き物たちが暮らす場所についての英語表現に慣れ親し
み，友達と生き物が暮らす場所について尋ね合う。 

 
○世界が抱える環境問題などについてやり取りする際の英

語表現に慣れ親しみ，世界が抱える環境問題について友
達と伝え合う。 

 
○生き物が暮らす場所や抱えている問題についての資料を

読んだり，調べたりして，生き物が暮らす場所や抱えて
いる問題を友達と伝え合う。 

 
○救いたい生き物や身近でできることについて伝える際に

用いる英語表現を振り返ったり，伝えたい情報を整理し
たりして，発表の内容を考える。 

 
○救いたい生き物や身近でできことを紹介する英語表現を

書き写したり，画像や絵を用いたりして，
を作成する。 

 
○救いたい生き物や身近でできることについてグループ内

で紹介し合い，発表の仕方や英語表現を改善する。 

○生き物たちが暮らす場所に関連する英語表現を繰り返し聞
いたり発音したりできるように，生き物の名前や暮らす場
所の英語表現集を学習支援アプリ内に用意する。 

○日常生活や週末に過ごし方を伝える英語表現を見付け，慣
れ親しむことできるように，英語表現が分からない内容や
発音しにくい英語表現など，学級全体で困り感を共有し，
解決する時間を設定する。 

○生き物の暮らす場所とその場所が抱えている環境問題に気
付くことができるように，生き物・暮らす場所・環境問題
が示された資料を用意する。 

 
○自分の伝えたい日常生活や週末に過ごし方を整理できるよ

うに，日常生活や週末に過ごし方，伝える順番を記入し，
並び替えたり，線で繋げたりできる発表構想シートを学習
支援アプリ内に用意する。 

○自分の日常生活や週末の過ごし方を書き写せるように，四
線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意する。 

 
 
○自らの表現の改善点に気付けるように，グループ内でコミ

ュニケーションポイントを観点とし，相互評価し合う機会
を設定する。

◇生き物たちが暮らす場所について，尋ねたり答え
たりできる。                                        ＜行動①＞ 

 
◇世界が抱える環境問題について，英語表現を用い

て伝えている。                   ＜行動①＞ 
 
 
◇生き物が暮らす場所と抱えている環境問題を伝え

合っている。                      ＜行動①＞ 
 
 
◇救いたい生き物や身近でできることついて紹介す

るために，英語表現を用いながら伝える内容を構
想している。                   ＜行動②＞ 

 
◇救いたい生き物や身近でできることを書き写して

いる。       ＜行動・ワークシート①＞ 
 

 
◇救いたい生き物や身近でできることが相手に伝わ

るように，伝え方や英語表現を改善している。            
＜行動②＞ 

ま
と
め
る

１ ○生き物への理解を深めるために，生き物のことや身近で
できることを発表し合う。 

 
 
○映像や音声を手がかりにして，世界の生き物と日本の関

係について考え，世界の生き物が抱えている問題につい
て知る。

○相手に応じて伝え方や伝える内容を変えることができるよ
うに，目的や場面，状況を確認したり，紹介し合う中で見
付かった困り感を共有・解決したりする機会を設定する。

○映像や音声を見聞きして分かったことや気付いたことなど
，話の概要を捉えられるように，リスニングのポイント示
したワークシートを用意する

◇相手に伝わるように，救いたい生き物や身近でで
きることを伝えようとしている。        ＜行動③＞ 

◇世界の生き物と日本の関係について知り，自分と
世界の生き物が抱えている問題について記述した
り，話したりしている。  

＜発表・ワークシート③＞ 



英語科 ６年

単元 ７．                                                               １・２月（８時間）

目標
お互いのことをよく知るために，小学校生活の一番の思い出について聞き取ったり紹介したりすることができる。また，小学校生活の一番の思い出について，例文を読んだり，それを
参考に書いたりすることができる。

評価
規準

①知 ・ 技 思い出の学校行事とその理由を尋ねたり答えたりする英語表現を理解している。
       学校行事を表す英語表現を英語の音声で発音したり，英語の語順で書き写したりしている。
②思・判・表)思い出の学校行事とその理由を伝えたり書き写したりしている。 

(③主体的態度 友達や に伝わるように工夫しながら，思い出の学校行事とその理由を尋ねたり答えたりしようとしている。

言語
事項

【思い出】
【したことや感想】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞ ※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○ＡＬＴとＪＴＥによる小学校の思い出についてのやり取
りを見聞きし，その概要を捉え，単元の課題「小学校の
一番の思い出について伝え合おう」」をつかむ。

○小学校の思い出について伝え合う際に必要な英語表現に気
付けるように，モデルを伝える際に用いる写真やイラスト
を用意する。

◇小学校の思い出について伝え合う際に必要な英語表
現を発言したり記述したりしている。

 ＜発言・ シート③＞

追
究
す
る

１

１

１

１

○学校行事を表す英語表現を用いた「クレイジーマンキー
ゲーム」をし， ～ を用いて，
小学校の思い出を伝え合う。

○不規則変化の過去形の英語表現を用いた「キーワードゲ
ーム」をし，小学校の思い出とその理由について伝え合
う。

○規則変化の過去形の英語表現を用いた「メモリーチェー
ンゲーム」をし，小学校の思い出とその理由について伝
え合う。

○ ～ 等の感想を表す英語表現を加えて，小学校
の思い出とその理由についてグループ内で伝え合う。

○学校行事を表す英語表現を繰り返し発音し，英語の音声で
発音できるように，ゲームで使用するシートとさいころを
用意する。

○不規則変化の過去形の英語表現を繰り返し発音し，英語の
音声で発音できるように，相手を代えて繰り返しゲームを
する時間を確保する。

○規則変化の過去形の英語表現を繰り返し発音し，英語の音
声で発音できるように，ゲームで使用するカードを用意す
る。

○英語表現の選択・組合せをし，小学校の思い出とその理由
を伝えられるように，既習の英語表現を提示する。

◇学校行事を表す英語表現を英語の音声で発音してい
る。                                      ＜行動①＞

◇不規則変化の過去形の英語表現を英語の音声で発音
している。                           ＜行動①＞

◇規則変化の過去形の英語表現を英語の音声で発音し
ている。                                 ＜行動①＞

◇英語表現の選択・組合せをし，小学校の思い出とそ
の理由を伝えている。                   ＜行動②＞

ま
と
め
る

１

１

○小学校の思い出とその理由について伝え合う。

○小学校の思い出とその理由を書き写す。

○友達に分かりやすく伝えるために必要な伝え方の改善点を
もてるように， を基に自らの表現を確認する機
会を設定する。

○小学校の思い出とその理由を伝える英語表現の選択・組合
せをし，書き写せるように，既習の英語表現の見本や四線
入りの学習プリントを用意する。

◇伝え方を改善し，小学校の思い出とその理由を分か
りやすく伝えている。      ＜行動③＞

◇英語表現の選択・組合せをし，小学校の思い出とそ
の理由を書き写している。  ＜学習プリント②＞

【備 考】
・「クレイジーマンキーゲーム」：「２．環境を守るためにできることを発表しよう」【備考】欄参照。
・「キーワードゲーム」：「１．友達についての クイズ大会をしよう」【備考】欄参照。
・「メモリーチェーンゲーム」：「６．自分の生活や宝物を伝えよう」【備考】欄参照。



英語科 ６年

単元 ８．                                                          ２・３月（１０時間）

目標
お互いの夢を応援するために，将来したいことについて，聞き取ったり伝えたりすることができる。また，中学校で入りたい部活動や将来の夢などについて，例文を読んだり，それ
を参考に書いたりすることができる。

評価
規準

①知 ・ 技 中学校でしたいことや部活，楽しみな学校行事とその理由を尋ねたり答えたりする英語表現を理解している。
       部活や学校行事を表す英語表現を英語の音声で発音したり，英語の語順で書き写したりしている。
②思・判・表 中学校でしたいことや部活，楽しみな行事とその理由を伝えたり書き写したりしている。
③主体的態度 友達や に伝わるように工夫しながら，中学校でしたいことや部活，楽しみな行事とその理由をプレゼンテーションしようとしている。

言語
事項

【入りたい部活動】
【将来の夢】
【その他】

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞ ※太字は「記録に残す評価」

つ
か
む

１ ○中学校でしたいこととその理由について伝え合う試しの
活動をして，伝られたことや伝えられなかったことにつ
いて話し合い，単元の課題「中学校でしたいこととその
理由についてプレゼンテーションできるようになろう」
をつかむ。

○中学校でしたいこととその理由についてプレゼンテーシ
ョンする際に必要な英語表現に気付けるように，モデル
を伝える際に用いる写真やイラストを用意する。

◇中学校でしたいこととその理由についてプレゼン
テーションする際に必要な英語表現を発言したり
記述したりしている。

＜発言・ シート①＞

追
究
す
る

１

１

１

１

○部活や学校行事を表す英語表現を用いた「キーワードゲ
ーム」をし， ～ を用いて，中学校でしたい
ことを伝え合う。

○理由を伝える英語表現を用いた「メモリーチェーンゲー
ム」をし， ～ を用いて，中学校でしたいこ
ととその理由を伝え合う。

○複数の中学校でしたいこととその理由を伝え合う。

○複数の中学校でしたいこととその理由についてグループ
内でプレゼンテーションする。

○部活や学校行事を表す英語表現を繰り返し発音し，英語
の音声で発音できるように，相手を替えて繰り返しゲー
ムをする時間を確保する。

○理由を伝える英語表現を繰り返し発音し，英語の音声で
発音できるように，相手を替えて繰り返しゲームをする
時間を確保する。

○英語表現を選んだり組み合わせたりして中学校でしたい
こととその理由を伝え合うことができるように，既習の
英語表現を提示する。

○詳細に伝えるために必要な英語表現に気付けるように，
を用意する。

◇部活や学校行事を表す英語表現を英語の音声で発
音している。                                 ＜行動①＞

◇理由を伝える英語表現を英語の音声で発音してい
る。                                               ＜行動①＞

◇英語表現の選択・組合せをし，複数の中学校でし
たいこととその理由をプレゼンテーションしてい
る。                                                    ＜行動②＞

◇英語表現を改善し，複数の中学校でしたいことと
その理由を詳細にプレゼンテーションしている。                                             

＜行動②＞
ま
と
め
る

１

１

１

１

○複数の中学校でしたいこととその理由についてプレゼン
テーションする。

○複数の中学校でしたいこととその理由を書き写す。

○３学期リスニングテストを行う。

○３学期スピーキングテストを行う。

○友達に分かりやすく伝えるために必要な伝え方の改善点
をもてるように， を基に自らの表現を確認す
る機会を設定する。

○中学校でしたいこととその理由を伝える英語表現の選択
・組合せをし，書き写せるように，既習の英語表現の見
本や四線入りの学習プリントを用意する。

◇伝え方を改善し，複数の中学校でしたいこととそ
の理由を分かりやすく伝えている。    

＜行動③＞

◇英語表現の選択・組合せをし，中学校でしたいこ
ととその理由を書き写している。

＜学習プリント②＞

【備 考】
・「キーワードゲーム」：「１．友達についての クイズ大会をしよう」【備考】欄参照。
・「メモリーチェーンゲーム」：「６．自分の生活や宝物を伝えよう」【備考】欄参照。


